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はじめに
　筆者は 2016 年度春学期、国際地域学部生対象の「英作文基礎」という授業を担当した。この科
目は複数のコースが開講されており、筆者が担当したのは TOEIC のスコアが 470 点未満であるこ
とを履修の条件としたコースである。TOEIC の 470 点は英検では準 2 級〜3 級に相当する。英検
では 2 級を「高校卒業程度」としているから、470 点未満は高校生以下の英語力ということにな
る。昨今 TOEIC のスコアが入試や就職活動、留学など様々な場面で活用されるようになったが、
数字ばかりが一人歩きしているような気がしてならない。まず 990 点を最高点とするこのテストは












　TOEIC（Test of English for International Communication）とは、元々米国の非営利テスト開
発機関 Educational Testing Service によって開発されたもので、日本では「一般財団法人　国際
ビジネスコミュニケーション協会」が実施している。テストは現在、Listening & Reading Test
（以下 LR テスト）および Speaking & Writing Test（以下 SW テスト）、そして若年層や初級者向
英語初級者の英語力とは
佐　藤　　　郁*
＊東洋大学国際地域学部：Faculty of Regional Development Studies, Toyo University
国際地域学研究　第 20 号　2017 年 3 月38
けの Bridge Test の 3 種類が公開および団体形式で実施されている。一番受験者が多いのが LR テ
ストで、990 点を最高とするこのテストのスコアが、入試・留学・就職など様々な場面で活用され
ている。また多くの企業が社員にこのテストのスコア上昇を求めて研修を実施している。2015 年
には日本で約 255 万 6 千人が受験をした。
　協会が公表している proficiency scale（スコアとコミュニケーション能力レベルとの相関表）
（http://www.toeic.or.jp/library/toeic_data/toeic/pdf/data/proficiency.pdf）によると、英語能力
は最高の A から最低の E の 5 段階に分類され、220 未満が E レベル（コミュニケーションができ
るまでに至っていない）、221〜470 未満が D レベル（通常会話で最低限のコミュニケーションがで
きる）、となっている。英検との比較でいうと、E レベルは 5 級〜4 級、D レベルは 3 級〜準 2 級
程度となる。
　本研究で対象とした学生 20 名の受講開始時点のスコアは 200〜460 点、平均は 385.9 点、学年は
1 年生〜4 年生であった。スコア分布は表 1 の通りである。D レベルに属する 18 名中の最高点は








　「英作文基礎」では、毎回 1 枚の写真を見てその内容を説明する 5 つの英文を書くという練習を
実施した。これは LR テストの Listening Part I（写真描写問題）での選択肢に現れる文章、およ
び SW テストの写真描写問題（Speaking および Writing の双方にあり）を想定したアウトプット
練習であり、学期中に 13 回実施した。この作文練習で実際に受講者が書いた英文を検証する。
2-1　語数の違い
　第 1 回目に使用した写真は、大きな白い船が停泊している波止場で 7〜8 人が釣りをしている様
子を写したもので、テーマは「釣り」であった。受講生には ‘fishing’（釣り）と ‘rod’（釣竿）の 2
語のみを説明し、自由に書いてもらった。その結果 E レベル 2 名はそれぞれ 22 語と 25 語を書
き、総語数の平均は 23.5 語。一方、D3 レベルのうち最もスコアが高い 2 名（D3-2, D3-7）はそれ
（表１）
E レベル D1 レベル D2 レベル D3 レベル
スコア分布 200〜219 220〜300 301〜380 381〜460
人数（計 20） 2 2 2 14
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ぞれ 23 語と 25 語を書き、総語数の平均は 24.0 語。Ｅレベルと D3 レベルの比較において語数では
ほとんど差異は見られなかった。しかし、学期末近くの第 12 回と第 13 回でこれらの 4 名が書いた
























　受講生 E-2 が 1 回目に書いた計 25 語の語の種類は 16 種（it, is, the, blue, beautiful, sky, sea, are, 
eight, people, a, white, big, ship, fine）である。2016 年度に全国の中学校で最も多く（33.8％）使
用された英語教科書『NEW HORIZON 3』（東京書籍）掲載の Word List に照らし合わせると、
ship 以外の 15 種の語のうち blue, white, fine は 3 年次、その他が１、２年次初出となっている。
また ship も前出の『ジーニアス英和辞典』では中学学習語となっている。一方１回目に最も多い
語数（40 語）を書いた２名のうち１名（D-3-11）の使った語の種類数は 19、もう１名（D-3-3）は
26（two, girls, sitting, on, the, chair, are, fishing, a, man, is, talking, to, who, wears, red, jacket, 
building, stands, other, side, of, river, sky, blue, three）であった。D-3 レベルと E レベルとでは明
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　この英作文のクラスに関する研究とは直接関係ないが、学部で 2016 年 8 月に実施したマレーシ
アでの研修を担当したマラ工科大学の英語教員から興味深い話を聞いた。研修参加者の TOEIC の
スコアは事前に知らされていたが、研修開始時にレベルチェックテスト（選択式ではなく記述式）



























（例 1）　Pink yukata wearing a lot of adult women is dancing on the street.　（E）（原文ママ）
　ピンク色のそろいの浴衣を着た一団が通りで盆踊りをしている写真の描写である。衝撃的な英文




むなら、“A lot of adult women wearing pink yukata are …”と書くのが正しい。この文からわか
佐藤：英語初級者の英語力とは 41




　この E の学生は「（女性たちが）通りで踊っている」を women is on the street dancing と書か









分で適切に管理・調整する」「仲間と協力する / 支援態勢を確立する」の 7 つを挙げている。一人












マートラーニング TOEFL 対策講座」を受講させ、1 日 2 時間、週に 10 時間を目標に学習するこ






（例 2 ）A girl wearing an apron for baking cookies, but by contrast She’s mothers not wearing 
an apron.　（D-2）（原文ママ）
　母娘と思われる 2 人が一緒にクッキーを焼いている写真の描写である。この文を書くにあたり、
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“but by contrast”という表現を使用し、母と娘を対比する文章を書くようにと指示した。この学
生の致命的な欠点は動詞を正しい形にできないことにある。この文章であれば wearing ではな




に必要な be 動詞が 2 回欠落している。進行形の根底にある「〜しているところである」という
「動き」の概念は恐らくこの学生にはない。1 回の be 動詞の欠落なら不注意も有り得るが、2 回と
なると不注意ではなく、進行形が身についていないことの証明である。また、文中にもかかわらず
she が She と突然大文字になり、mother は複数形で書かれている。そして“She’s mothers” とい
う信じられないような表現を使っている。おそらく my mother，your mother と言うことはでき






ばしば動詞が欠落していた。This glass in the orange juice.（このコップにはオレンジジュースが
入っている。）　A lot of people on a hat.（たくさんの人が帽子をかぶっている。）使った動詞も種
類が少なく、be 動詞が多く、従って「〜〜は・・・である」という第 2 文型が圧倒的に多かった
のがこの学生のレベルの低さを示している。中学校 1 年生で初めて習うのがこの文型である。
（例 3）Four person rides a small boat.（D-3-10）（原文ママ）
　3 人の男女が湖上でボート遊びしている写真である。口頭でも説明していたのに人数の勘違いす
る点からしてこの学生は注意散漫なのかもしれない。文法的には単複の概念が非常に薄いのがこの
学生の特徴である。本来は　Four persons ride…となるべきところ、この学生は person rides と
書いており、単複がごちゃまぜになっている。同様のミスは他の回にも見られた。Two people is
…や、There are four turbine…などである。主語と述語（動詞）の不一致は他の多くの学生にも
見られる顕著な特徴であったが、単複で綴りの変わる woman は特にミスが多く、there is three 








　1 学期間 15 回講義のうち、1 回目は講義ガイダンス、15 回目は長い作文の作成に取り組んだた
め、写真描写の練習を含む通常授業は 13 回実施したことになる。13 回の授業でどれだけの英語力
の向上が期待できるかを学生 2 名を詳細に分析し、検証する。受講開始時のレベルと進捗に関連性
があるかどうか検証したかったため、欠席のない学生を選びたかったが、E レベル 2 名はともに欠




1 回目の作文（計 23 語）
　①　Sky is blue.（The sky is blue.）
　②　It’s veautiful weather.（The weather is fine.）（beautiful weather とは通常言わない）
　③　There are many people near fence.（There are many people near the fence.）
　④　There is big ship.（There is a big ship.）
　⑤　Ship on the sea is white color.（The ship on the sea is white.）
13 回目の作文（計 50 語）
　① 　A wearing black cloth man is pointing to pie chart on the screen.（A man wearing black 
clothes is pointing to a pie chart on the screen.）
　② 　One person is standing and another people is sitting.（One person is standing and the 
others are sitting.）
　③ 　A sitting women is operating computer and hearing explanation of presenter.（A sitting 
woman is operating a computer and listening to the explanation by the presenter.）
　④ 　White wall get dirty and became black.（The white wall has got dirty.「白い壁が黒くな
る」をそのまま英語にするのは適当でない。black は文字通りの黒であり、ここでは「黒ず
む」（get dark）とすべきである。）
　⑤ 　A little bit small pie chart could not wach well.（A small pie chart could not be seen 
well.）
　
　学期初めの 4 回の平均語数は 36.25 語、学期末の最後の 4 回の平均は 45.25 語であり、語数は明
らかに増加し（9 語）、語の種類も増え、語の難易度も高くなっている。この点ではこの学生の英
語力は向上したと言ってよいだろう。一方文法・語法のミスは最後まで直っていない。13 回目の
②では写真には 4 名の人物が映っているが、この学生は「他の人たちは座っている」を another 
people is sitting と書いている。another の使い方も間違っているし、「他のひとたち」は複数であ
るから is ではなく are と書くのが正しい。また、③では woman を women と書いている。この学
生は 3 回目にも同じミスをして、教員が添削指導したが、残念ながら 1 回の指導だけでは足りな
かったということだろう。おそらく長年このミスをし続けてきたに違いない。
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（例 2）E-1 の学生　（欠席 1 回）
1 回目の作文（計 25 語）
　①　It is the blue sky.
　②　It is the blue beautiful sea.
　③　There are eight people.　
　④　It is a white big ship.
　⑤　It is fine.
13 回目の作文（計 42 語）
　①　The people are watching the presentation and it is difficult.
　②　There are two men and two women.
　③ 　She uses a PC in the foreground of the picture.（A woman in the foreground of the 
picture uses a PC.）
　④ 　The man who put on blue clothes looks wise.（The man who puts on blue clothes looks 
wise.）
　⑤ 　I can see they seem tense. （「彼らが緊張している様子が見える」という意味だとしたら、I 
can see they are nervous. あるいは They look nervous. が適当。）
　学期初めの 4 回の平均語数は 28.25 語、学期末の最後の 4 回の平均は 36.25 語であり、語数は例
1 の学生とほぼ同じだけ増加し（8 語）、語の種類も増えた。しかし、残念ながら使用する語の難易
度はあまり高くなっていない。そして当初この学生には自ら作成できる構文の種類がきわめて少な
いという特徴があった。1 回目は It is で始まる文が 4 つもあり、残りの 1 文も There is 構文であ







　３ ．語の綴り間違いと、覚え間違いが多い。（覚え間違いとは、woman の複数形を womans、
go の過去形を goed とするなど。）
　４．基本的な文法を習得していない。











施して 21 名から回答を得たが、質問項目の 1「中・高時代を振り返り、英語のつまづきポイント
がありましたか？　あったとしたら、どんなことでしたか？」に対し、「文法」と回答した受講生




















ケーションの希望を回答したのが 7 名であり、この 2 種の回答が拮抗していた。他には、語学力を
活かして就職する、洋画を字幕なしで観るなどの回答があった。
　また、先にとりあげた D-3-3、D-3-11 の 2 名は開講時にはともに 400 点代であったが、同時期に
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にある。大学生には大学生のプライドがあるので、先に述べたマレーシア研修の教材の例のよう
に、「ばかにされている」と感じるような教材や指導をしては学生の学習意欲をそいでしまう。し

























































































A Study of Elementary Level Learners of English
Kaoru SATO
　The purpose of this paper is to examine how English level of students with the score under 470 in 
TOEIC LR are. I taught a class of English writing in spring semester, 2016, and made my students 
write simple five sentences to describe a picture 13 times. This drill is based on Part I of TOEIC 
listening test,‘Describe a picture’ section and‘Write a sentence based on a picture’ section in TOEIC 
SW.  Although some students made progress through these exercises, elementary errors in spelling or 
grammar found in almost all the students did not disappear till the end of the semester. In this research, 
I try to find the reasons why they make elementary errors repeatedly, and find the solution to improve 
their English skills.
Key words： elementary level learners, English writing, grammar, vocabulary, TOEIC, elementary 
errors
